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今
年
も
公
民
館
グ
ル
ー
プ
交
歓
発
表
会
が

２
月
１０
日
�
午
前
１１
時
か
ら
西
宮
市
民
会
館

ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
７００
を
超
え
る
公
民
館
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
す
が
、
各
公
民
館
か
ら
選
ば
れ
た
２３
の

グ
ル
ー
プ
が
年
に
一
度
、
日
ご
ろ
の
芸
術
文

化
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

昨
年
は
千
を
超
え
る
観
客
席

が
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
出
演
グ
ル
ー

プ
の
活
発
で
華
や
か
な
演
技
に

舞
台
と
会
場
が
一
体
と
な
っ
た

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
今

回
も
ダ
ン
ス
や
コ
ー
ラ
ス
、
体

操
や
楽
器
演
奏
な
ど
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
発
表
会
は
地
域
文
化
の

向
上
と
グ
ル
ー
プ
相
互
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
公

民
館
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
企
画
か
ら
出
演

グ
ル
ー
プ
の
調
整
・
進
行
な
ど

の
準
備
か
ら
実
施
に
い
た
る
ま

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

家
族
や
お
友
達
の
出
演
を
楽

し
み
に
来
ら
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
も

さ
わ
や
か
な
感
動
を
受
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
加
え
て
日
ご
ろ

か
ら
公
民
館
の
グ
ル
ー
プ
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
や
何
か
始
め

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
た
く

さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。

な
お
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
は
、

阪
神
電
車
「
西
宮
」
下
車
、
市

役
所
口
改
札
北
へ
す
ぐ
で
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
公
民
館

（
�
６７
―
１
５
６
７
、
６４
―
９

４
８
２
）

恒例の公民館グループ交歓発表会も

回を重ね、今年で第２３回を迎えます。

今年も会場は昨年に引き続きアミテ

ィホールで開催します。小さな子ども

たちから、人生の達人まで幅広い年齢

層の会員が、日ごろの多彩な活動の成

果を舞台一杯に披露します。

心と体にいいこと、何か始めたいと

思っている方、あなたに合ったものに

出会えるかもしれません。

この機会にぜひ一度ご覧ください。

みなさまのご来場を心よりお待ちして

おります。

早
春
を
待
ち
わ
び
て
甲
東
梅

林
の
つ
ぼ
み
が
香
し
く
花
開
く

頃
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
来
る
２
月
１５
日
�
か

ら
３
月
４
日
�
ま
で
、
甲
東
公

民
館
の
「
梅
び
ら
き
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

甲
東
梅
林
は
、
年
を
追
っ
て

地
元
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
広
く
阪
神
間
の
人
々
に

も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

明
治
１７
年
（
１
８
８
４
年
）

貿
易
商
の
芝
川
氏
が
、
こ
の
地

を
中
心
に
別
荘
地
を
開
く
か
た

わ
ら
、
ブ
ド
ウ
・
桃
・
橙
な
ど

の
果
樹
栽
培
と
と
も
に
梅
・
桜

・
楓
な
ど
の
植
栽
を
行
っ
た
も

の
が
今
日
の
甲
東
梅
林
の
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

樹
齢
８０
年
か
ら
１
３
０
年
の

も
の
が
多
く
、種
類
も「
豊
後
」

「
白
加
賀
」
「
白
鳳
」
「
黒

梅
」
「
道
知
辺
（
み
ち
し
る

べ
）
」
な
ど
全
国
各
地
か
ら
集

め
ら
れ
た
３６
品
種
に
及
び
、
花

の
色
は
白
・
淡
紅
・
濃
紅
、
花

弁
も
一
重
咲
き
・
八
重
咲
き
な

ど
と
多
彩
で
す
。
開
花
時
期
も

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で

長
期
間
に
わ
た
り
花
の
宴
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
梅
び
ら
き
期
間
中
は

甲
東
公
民
館
文
化
祭
も
同
時
に

開
催
さ
れ
、
土
・
日
曜
日
に
は

甲
東
地
区
連
合
婦
人
会
の
協
力

を
得
て
甘
酒
な
ど
観
梅
に
風
情

を
添
え
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
周
辺
道
路
は
駐
車
禁

止
で
す
の
で
、
自
動
車
で
の
来

館
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、
電
車

か
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

阪
急
電
車「
甲
東
園
」下
車
、

西
へ
徒
歩
１０
分
ま
た
は
阪
急
バ

ス
「
上
甲
東
園
」
下
車
す
ぐ
。

問
合
せ
は
、
甲
東
公
民
館

（
�
５１
―
３
７
４
８
）
ま
で
。

文
化
祭
日
程

◎
推
進
員
会
講
座
展

２
／
１５
�
〜
３
／
４
�

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◎
合
同
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

２
／
１６
�

午
後
１
時
〜
４
時

◎
空
手
道

２
／
１７
�

午
前
１０
時
〜
１１
時

◎
染
色
・
か
な
書
道

２
／
１７
�
〜
１８
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
太
極
拳

２
／
１８
�

午
後
２
時
〜
４
時

◎
筝
・
三
絃

２
／
２０
�

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

◎
書
道２

／
２１
�
〜
２２
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
整
体
体
操

２
／
２１
�

午
後
１
時
〜
４
時

◎
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
和
裁
・
洋
裁
・
生
花

２
／
２２
�
〜
２３
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
太
極
拳

２
／
２３
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

◎
謡
曲２

／
２４
�

午
後
０
時
３０
分
〜
４
時

◎
手
編
み
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

２
／
２４
�
〜
２５
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
茶
道２

／
２４
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◎
木
彫２

／
２４
�
〜
２５
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
詩
吟２

／
２７
�

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◎
大
正
琴

２
／
２８
�

午
後
１
時
〜
４
時

◎
水
彩
画

２
／
２８
�
〜
３
／
１
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
絵
画
・
川
柳
・
和
裁
・
着
物
着
付
・
西
洋
陶
芸

３
／
１
�
〜
２
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
民
謡３

／
３
�

午
後
１
時
〜
４
時

◎
絵
画
・
和
紙
ち
ぎ
り
絵
・
写
真
・
陶
芸

３
／
３
�
〜
４
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

◎
煎
茶３

／
３
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

◎
民
踊３

／
３
�

午
後
１
時
〜
３
時

＊
雨
天
中
止

講 師

元産経新聞社論説委員
前野 泉

関西学院大学経済学部
教授 村田 治

ジャーナリスト
泉 和幸

元産経新聞社論説委員
前野 泉

ジャーナリスト
泉 和幸

テ ー マ
パレスチナ紛争の起源
小泉改革は進んだか？①
―暮らしはどうなる―

日本経済入門
平成不況と構造改革
その時々の社会の動きをと
りあげその意味を考える

小泉改革は進んだか？②
―特殊法人改革について―

その時々の社会の動きをと
りあげその意味を考える

曜日
木

木

水
月

木

木

木

月日
２／７

２／１４

２／２０
２／２５

２／２８

３／７

３／１４

回
１

２

３
４

５

６

７

講 師

児童養護施設「三光塾」
施設長 側垣 一也

テ ー マ

子どもと家族を守るために
～子どもへの虐待を通して考える～

曜日

火

月日

３／１２

越木岩公民館
学 文 公 民 館
高 須 公 民 館
甲 東 公 民 館
上ヶ原公民館
鳴 尾 公 民 館
中 央 公 民 館
神 原 公 民 館
上甲子園公民館
南甲子園公民館
山 口 公 民 館
用 海 公 民 館
夙 川 公 民 館

浜 脇 公 民 館
若 竹 公 民 館
段 上 公 民 館
塩 瀬 公 民 館
今 津 公 民 館
瓦 木 公 民 館
春 風 公 民 館
高 木 公 民 館
鳴尾東公民館
大 社 公 民 館

越木岩大正琴グループ
大正琴みどり会
プリティエンジェルズ
甲東民謡グループ
親と子のダンスダンス
鳴尾バトングループ
麗華太極拳
コール・ソレイユ
リフォーム洋裁グループ
子供ダンス
山口フォークダンスサークル
レインボーズクラブ
APA夙川ウィークデイ
・ストリングス
浜脇民踊同好会
ひまわり若竹
段上ひばり会
名謡会
花謡会
瓦木大正琴グループ
西宮養護アコーディオンクラブ
女声コーラスこぶし
混声合唱団「鳴音」
大社社交ダンスサークル

大正琴

子供ジャズダンス
民謡と三味線
親子のエアロビクス
バトントワリング
太極拳
コーラス
リフォーム・ファッションショー
創作ダンス
フォークダンス
カラオケ
絃楽合奏

民踊
健康体操
童謡合唱
謡曲
カラオケ
大正琴
アコーディオン合奏
女声合唱
混声合唱
社交ダンス

１．

２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
１０．
１１．
１２．

１３．
１４．
１５．
１６．
１７．
１８．
１９．
２０．
２１．
２２．

２／１０（日）

開 催

甲甲
東東
梅梅
林林

◆ 時 間 午後７時～９時
◆ 会 場 若竹公民館
◆ 受講料 無料
◆ 定 員 ５０名（先着順）
◆ 申込み 窓口または電話で受付
■ 主催・問合せ 若竹公民館（�６７－７１７１）

西
宮
市
立
公
民
館

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

会
長

安
野

照
子

第２３回公民館グループ

親による子どもへの虐待が増加して社
会問題となっており、子どもへの影響は
もちろん、親自身にも悲劇的な状況を生
んでいます。そのような親子の関わり、
子どもの人権、子育ての問題を児童養護
施設での実体験を基にした講義から学習
します。

紅
梅
・
白
梅

香
る
早
春

甲
東
公
民
館
文
化
祭
も
同
時
開
催

昨年度の公民館グループ交歓発表会より

―時の流れを追求する―

◆ 時 間 午前１０時３０分～正午
◆ 会 場 若竹公民館
◆ 定 員 ５０名（先着順）
◆ 申込み １月２５日より受付開始
◆ 受講料 無料
■ 主催・問合せ 若竹公民館（�６７－７１７１）

ち
び
っ
こ

舞
台
発
表

パ
パ
・
マ
マ

み
て
る
か
な
！

み
ん
な
で

ダ
ン
ス

ダ
ン
ス

プ ロ グ ラ ム

りり

凛しい剣の舞
心に残る詩吟との
合同発表
みどころいっぱい！

時
事
講
座
（後期）

平成１４年（２００２年）１月２５日 （２）にしのみや公民館ニュース


